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地

方

公

共

回

体

に

お

け

る

埋

蔵

文

化

財

保

謹

体

制

の

充

実

強

化

を

目

的

と

し

て

、

昭

和

四

十

一

年

度

か

ら

実

施

し

て

い

る

「

埋

蔵

文

化

財

発

撮

技

術

者

研

修

会

」

は

r

今

年

度

第

八

回

を

迎

え

て

、

七

月

二

十

三

日

、

奈

良

国

立

文

化

財

研

究

所

平

城

宮

跡

発

掘

調

査

部

で

開

講

し

た

。
こ

の

研

修

会

は

、

主

と

し

て

孝

古

学

上

の

知

識

、

技

術

に

関

す

る

講

義

・

実

習

を

内

容

と

し

て

お

り

、

全

国

的

に

不

足

し

て

い

る

埋

蔵

文

化

財

保

設

担

当

専

門

技

術

者

の

養

成

お

よ

ぴ

技

術

の

向

上

と

そ

れ

に

よ

る

埋

蔵

文

化

¥

、

財

保

誂

行

政

の

充

実

を

期

す

る

も

の

で

あ

る

。

，
 

ー

今

年

度

は

、

全

国

か

ら

の

参

加

希

望

者

三

(

'

 
十

七

名

の

う

ち

か

ら

地

方

公

共

団

体

職

員

お

一

よ

び

そ

れ

に

準

ず

る

者

十

五

名

か

選

考

さ

れ

文 化
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第

沖

吐

涵

f

讐

揺

薬

（

宮

疇

‘

俵

踊

扉

‘

下

）

、

太

鼓

踊

言

閥

．

良

賊

じ

墜

プ

ロ

ッ

ク

》

ぐ
」
メ
l
F
-
9
'
3
‘
,
.
4
1

期

日

．

i

i

十

二

月

九

日

言

こ

会

塙

且

大

垣

市

民

会

館

演

目

11
未

定

て

参

加

し

て

お

り

、

八

月

二

十

，

J

L

日

ま

て

の

三

寸

八

日

間

記

念

物

課

、

奈

良

国

立

文

化

財

研

究

所

職

買

と

外

部

か

ら

依

頼

す

る

学

識

経

険

者

に

よ

る

研

修

を

受

け

る

こ

と

と

な

っ

て

い

る

。埋

蔵

文

化

財

保

護

担

当

者

の

養

成

に

つ

い

て

は

、

す

で

に

抜

本

的

な

対

策

の

樹

立

か

必

要

と

さ

れ

そ

の

準

備

も

進

め

ら

れ

て

い

る

が

、

す

て

に

七

回

、

百

名

（

四

十

七

年

度

ま

で

）

の

修

了

者

を

送

り

出

し

た

こ

の

研

修

会

の

担

っ

て

い

る

役

割

は

大

で

あ

る

と

い

う

こ

と

が

で

き

る

。

回

埋
蔵
文
化
財
発
掘
技
術
者

研

修

開

催

八八

会

ユ

ネ

ス

コ

は

文

化

造

産

の

保

存

お

よ

び

修

筏

事

業

の

た

め

の

金

融

な

ら

び

に

基

歪

の

問

題

を

璽

視

し

、

第

三

回

総

会

（

一

几

四

八

年

）

以

来

そ

の

方

法

を

検

討

す

る

一

方

、

ヌ

ピ

ア

遺

跡

、

「

、

ロ

ー

レ

ン

ス

・

ヴ

ェ

ニ

ス

の

冠

水

文

化

財

、

ポ

ロ

プ

ド

ー

ル

遺

跡

等

の

救

済

の

た

め

、

個

々

に

キ

ャ

ン

ペ

ー

ン

と

技

術

指

濾

を

行

っ

て

き

た

。

こ

の

間

数

回

に

わ

た

り

、

ァ

ン

ケ

ー

ト

胴

壺

、

専

門

家

会

譲

の

開

催

等

に

よ

り

椋

討

を

重

ね

た

結

果

、

第

十

七

回

総

会

（

一

九

七

二

年

）

に

お

い

て

国

際

条

約

お

よ

び

国

内

的

保

護

に

関

す

る

勧

告

の

両

者

カ

採

択

さ

れ

た

。

こ

の

条

約

は

も

と

「

普

遍

的

価

伯

を

有

す

る

記

念

物

、

建

造

物

群

‘

逍

跡

玲

の

保

液

に

関

す

る

条

約

案

」

と

し

て

起

草

さ

れ

た

か

、

期

を

同

し

く

し

て

国

際

進

行

か

人

間

環

境

閲

係

の

国

際

的

規

制

の

：

と

し

て

作

成

し

た

「

慨

界

遣

産

似

誠

条

約

案

」

と

対

条

力

重

複

し

た

た

め

、

こ

れ

ら

を

一

本

に

し

て

ユ

ネ

ス

コ

が

担

当

す

る

こ

と

と

な

り

、

「

世

堺

の

文

化

逍

席

及

び

自

然

遺

産

の

保

護

に

関

す

る

条

約

」

と

改

称

し

て

、

内

容

に

も

修

正

力

加

之

ら

れ

た

。

こ

の

条

約

は

、

社

会

的

・

経

済

的

条

付

の

変

化

に

よ

っ

て

破

壊

の

危

険

に

さ

ら

さ

れ

て

い

る

文

化

お

よ

び

自

然

の

造

産

を

国

際

的

に

保

随

す

る

た

め

に

、

ユ

ネ

ス

コ

に

世

界

辿

廂

委

貫

会

を

設

置

し

、

各

締

約

国

か

ら

提

出

さ

札

る

目

録

を

も

と

に

世

界

遺

産

一

覧

表

を

作

成

す

る

一

方

、

締

約

国

の

分

担

金

お

よ

び

任

意

処

出

定

そ

の

他

か

ら

な

る

「

文

化

迅

庄

及

ひ

自

然

遺

産

の

保

淡

の

た

め

の

世

界

追

産

店

国
会
報
告
に
つ
い

条

約

お

よ

び

勧

告

ユ
ネ
ス
コ
総
会
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た

第

十

七

回
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合

」

を

虚

立

し

て

、

締

約

国

の

要

閻

に

晶

づ

き

｀

粧

罪

逍

産

委

員

会

か

、

文

化

お

よ

ひ

日

然

遺

産

の

保

，

＂

丘

に

つ

い

て

抗

助

を

行

な

う

こ

と

を

内

容

と

し

て

い

る

。

な

お

こ

の

条

約

は

二

十

か

国

の

加

入

後

三

か

月

て

効

力

を

発

す

る

こ

と

に

な

っ

て

お

り

，

発

効

ま

で

に

か

な

り

の

時

間

の

経

過

か

予

想

さ

訊

る

か

、

米

国

で

は

す

て

に

相

当

の

頷

の

究

認

附

を

予

定

し

て

い

る

趣

で

あ

る

c

ま

た

こ

の

条

約

の

採

択

と

同

時

に

「

文

化

遺

産

及

び

自

然

遺

産

の

国

内

的

保

謹

に

関

す

る

勧

告

」

が

採

択

さ

れ

た

。

こ

の

勧

告

は

、

現

代

の

急

辿

に

変

化

す

る

社

会

に

お

い

て

文

化

お

よ

ひ

自

然

の

遺

産

か

人

類

の

均

衡

と

発

展

の

た

め

に

欠

，

、

こ

と

の

て

き

な

い

党

菫

な

存

在

て

あ

る

こ

と

を

明

記

し

、

ま

た

自

印

に

存

在

す

る

心

産

は

自

閏

か

代

過

す

る

と

い

う

原

則

の

上

に

立

っ

て

、

各

加

也

国

か

そ

の

た

め

の

専

門

の

抵

閲

，

こ

設

置

し

一

＼

調

査

研

究

等

の

科

学

的

、

怯

術

的

惜

置

、

俣

泄

目

峠

の

作

成

等

の

行

政

的

措

置

‘

似

存

に

影

聾

を

及

ば

す

行

為

の

詐

認

可

お

よ

ひ

周

阻

の

環

境

の

規

制

‘

罰

則

等

の

怯

飴

措

置

、

保

護

の

た

め

の

経

散

の

補

助

、

貸

し

付

け

、

税

の

減

免

等

の

財

政

的

措

窟

忘

と

る

へ

き

こ

と

等

ビ

つ

い

て

創

吉

し

て

い

る

。

こ

の

条

約

お

よ

ひ

勧

告

は

、

ユ

ネ

ス

コ

必

杏

ー

応

喝

四

染

4
の

規

定

に

促

っ

て

し

月

卜

；

八

H

に

国

’

，

雰

に

累

匹

さ

れ

た

。

文

化

月

て

は

、

昭

和

四

十

二

年

度

以

来

、

斤

ご

と

に

海

外

勤

務

者

子

女

教

育

研

究

協

力

校

を

指

定

し

、

海

外

勤

務

者

子

女

の

教

冗

特

に

洞

外

か

ら

帰

固

し

た

子

女

貧

以

下

「

碕

団

一

寸

女

」

と

い

う

。

）

に

対

す

る

特

別

な

教

育

的

配

慇

に

つ

い

て

、

研

究

と

実

践

を

委

眠

し

て

い

る

。

昨

年

度

ま

て

は

比

軟

的

‘

帰

国

子

女

が

多

く

在

籍

し

て

お

り

、

研

究

協

力

校

と

し

て

の

役

蘭

，

｝

こ

紺

綿

的

、

継

紬

的

に

果

た

し

う

る

公

＇

私

．

止

の

小

・

中

学

校

十

校

を

指

足

し

て

き

た

か

、

本

年

良

は

、

こ

札

を

跨

ま

え

て

、

帰

国

餃

の

教

育

し

の

障

害

が

最

も

深

刻

だ

と

言

わ

れ

る

高

校

生

の

問

題

を

も

考

胞

し

て

、

高

等

亨

拉

二

校

を

加

え

る

こ

と

と

し

、

断

た

に

r

別

表

の

と

お

り

十

二

校

を

指

定

し

た

。

こ

れ

ら

研

究

協

力

校

は

、

訪

記

の

趣

旨

に

悲

つ

き

、

俯

国

子

女

の

教

育

の

内

容

お

よ

び

教

脊

り

法

を

研

先

す

る

と

と

も

に

受

け

入

j

L

し

の

配

府

‘

学

省

お

よ

ひ

生

活

の

両

面

か

ら

の

学

佼

教

育

＼

の

滴

応

を

促

進

す

る

よ

う

配

枷

茅

る

こ

と

に

な

っ

て

い

る

。

ま

だ

、

帰

同

予

＇

な

か

外

同

て

取

符

し

た

知

謁

f

語

学

力

、

〈
．
，
狸
的
な
牛
活
徳
度
等
も
応
，
•
印
し
、
そ
の
仇

仔

｀

こ

育

成

に

謡

丘

す

る

こ

．

．

ー

に

な

っ

て

い

る

， R
ロH
 海
外
勤
務
者
子
女
教
育
研
究
協
力
校
の
指
定

四
十

＼
四
十
九
年
度
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